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山口二矢烈士五十年祭 2010/11/03 07:16 

  日比谷公会堂で盛大に実施される 

  

  山口烈士に感謝と尊敬を捧げる 

  山口二矢供述調書も顕彰で出版 

  
 山口二矢烈士五十年祭が二日、日比谷公会堂で一階座席をほぼ埋める多数の参加者のもと盛大に開かれた。主催したのは

岡田尚平氏ほか多数の発起人で、この日は山口二矢烈士が、「天皇陛下万歳」「七生報国」の言葉を遺して自決してちょうど50
年にあたる記念すべき日だった。 
  
 式典では、遺詠奉誦、供述調書（抄）奉読が行われ、玉串奉奠では各地区代表が壇上で玉串をささげ、二礼二拍手一礼を同地

区の参加者が客席で同時に行った。このあと参加者全員で「青年日本の歌」（昭和維新の歌）を合唱、國學院大學教授・大原康

男氏の追悼講演のあと、全員で聖寿万歳を行い式典を終えた。（ニュース調ここまで） 
  
 同会では顕彰事業として「山口二矢供述調書」を展転社から発刊（定価1200円）、参加者に飛ぶように売れていました。以下

に収録した「趣意」を読んで貰えれば主催者の意とするところがよくわかります。また壇上で読まれた「供述調書」も収録、全員で

歌った「青年日本の歌」も動画と共に掲載しました。参加された皆さん、ご苦労様でした。 
    

 
壇上左にスクリーンで映されていた山口二矢烈士のスケッチ 

  
 山口二矢烈士の人生観（供述調書より） 
  
 私の人生観は大義に生きることです。人間必ずや死というものが訪れるものであります。そのとき富や権力を信義に恥ずるよう

な方法で得たよりも、例え富や権力を得なくても、自己の信念に基いて生きて来た人生である方が、より有意義であると確信して

います。 
  
 自分の信念に基いて行なった行動が、例え現在の社会で受け入れられないものでも、また如何に罰せられようとも、私は悩む

ところも恥ずるところもないと存じます。 
  
 私がこういう人生観を抱くに至った経緯、思想の推移について係官から生い立ち、家庭の環境、影響を与えた人などいろいろお

尋ねがありましたが、私は生まれて現在まで接したすべての人たちの影響もあってこのような考えになったことは否定致しません

が、環境によってのみ思想的影響を与えるという考え方は、いわゆるユダヤ的唯物論から見た考え方で間違っていると思ってお

ります。 
  
 私には日本人の血が流れており、唯物論ではとうてい割り切れない持って生まれた日本精神という唯心論的なものがたぎって

おり、天性からこういう人生観、思想などが形成されたと思っています。 
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 尚、本当の日本人であれば、私のような人生観、思想というものが心の奥底には必ずあると思います。  
  

 
 壇上に設置された祭壇、式典は正式で厳粛さに溢れたものでした。 

 
  
  

 《山口二矢烈士五十年祭趣意》 
  
 国の為 神州男子 晴れやかに ほほえみ行かん 死出の旅路に 
 大君に 仕えまつれる 若人は 今も昔も 心変らじ 
 千早ぶる 神の御世代 とこしえに 仕えまつらん 大和男子は 
 国の為 たふれし人ぞ あるこそを 今の若人 育ち来らん 
 しきしまの 大和男子と 生まれなば 進まん道ぞ 一ツなりける 
  
 山口二矢烈士の辞世である。 
 山口烈士は、生きては反共の鬼となり国賊と戦い、死しては護国の神となり祖国を守ってくれている。山口烈士は神州とともに

不滅なのだ。 
  
 昭和三十五年、我が国は亡国の危機に瀕していた。昭和二十年八月十五日の敗戦により、我が国は敵国による占領という祖

先がかつて味わったことのない屈辱のどん底に喘いだ。 
  
 昭和二十七年四月二十八日には講和条約の発効により占領という戦争状態は終結し、我が国は主権を回復したとはいえ、我

が国を犯罪国家と断罪する東京裁判史観と、我が国の弱体化を推進するための「日本国憲法」なる占領基本法が、我が国を呪

縛し続けた。 
  
 昭和三十五年には第一次安保闘争による狂乱の嵐が吹き荒れ、赤旗の波が全国土を襲った。共産主義革命の前夜との様相

を呈し、まさに亡国の危機であった。 
  
 大東亜戦争において、我が国に神風は吹かなかった。しかし、神は我が国を見捨てた訳ではない。激戦の最中である昭和十八

年二月二十二日、神は一人の神州男子を祖国防衛の戦士として遣わせてくれたのだ。山口烈士の生誕である。祖国を救う使命

を帯びて生を受けた山口烈士は、若いというよりも幼いと呼ぶべき少年のうちから、国体護持の闘争に挺身し激烈に戦った。 
  
 昭和三十四年五月十日、大日本愛国党に入党。昭和三十五年五月二十九日、同志らとともに脱党。同年七月一日、全アジア

反共連盟を結成。山口烈士は闘争の中、国民を扇動して日本赤化に狂奔し罪悪を流している左翼指導者を倒す以外に救国の
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道はないとの決意を固めた。 
  
 同年十月十二日、山口烈士は国賊浅沼稲次郎に対して斬奸の剣を振るい天誅を下した。浅沼の死を確認した山口烈士は同

年十一月二日、「天皇陛下万歳」「七生報国」の言葉を遺して自決、十七年の生涯を自ら閉じた。浅沼は中共という侵略者の走狗

となった売国奴であり、危険極まりない邪悪な存在といえた。山口烈士が浅沼を倒すことにより、我が国は亡国の危機から救わ

れた。山口烈士は少年の姿となり、現世に現れた護国の神である。 
  
 本年十一月二日は山口二矢烈士五十年祭である。祖国日本を愛し山口烈士を敬慕する一同が志を同じくして、御祭を仕え奉

り、山口烈士に感謝と尊敬の誠を捧げるととともに遺烈を継承して戦い抜くことをお誓い申し上げる。 
  
 皇紀二千六百七十年 平成二十二年二月二十二日 
 山口二矢烈士ご生誕六十七年の日に墓前にて 
 山口二矢烈士五十年祭事務局  

  
  

 
  

青年日本の歌 
一、  
 汨羅（べきら）の渕に波騒ぎ      巫山（ふざん）の雲は乱れ飛ぶ  
 混濁（こんだく）の世に我れ立てば  義憤に燃えて血潮湧く  
二、  
 権門（けんもん）上に傲れども     国を憂うる誠なし  
 財閥富を誇れども            社稷（しゃしょく）を思う心なし  
三、  
 ああ人栄え国亡ぶ            盲（めしい）たる民世に踊る  
 治乱興亡夢に似て            世は一局の碁なりけり  
四、  
 昭和維新の春の空           正義に結ぶ丈夫（ますらお）が  
 胸裡（きょうり）百万兵足りて      散るや万朶（ばんだ）の桜花 

  
 ====================================== 
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タグ： 山口二矢烈士五十年祭  日比谷公会堂  岡田尚平  遺詠奉誦  供述調書（抄）奉読  青年日本の歌  聖寿万歳   

 
【露大統領北方領土訪問】河野駐露大使、一時帰国へ  

政府が抗議の姿勢示す（11月3日産経新聞一面トップ画像） 
  
  
  

国会請願署名にご協力をお願いします(バナークリック）。  

    
     ・自虐史観を吹き飛ばす映画「凛として愛」の拡散にご協力下さい。  
    ・DVD資料については愛国女性のつどい花時計さんへ  
   ・お知らせ「凛として愛」のチラシが完成しました。是非ご覧下さい。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

  これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 
    ●ニコ動画版 凛として愛 1/3 2/3 3/3  

   ●you tube版    凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  

       ●注目・名作映画 氷雪の門 1/3  2/3  3/3      
   ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
   ●めぐみ (日本語)   1/3 2/3 3/3  
   ●日本がアジアに残した功績 
   ●真実はどこに・・・ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー   

  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(5) 

コメント(5) 

コメントを書く場合はログインしてください。 
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2010/11/03 09:52Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド 日本を知る会 第25回 特別勉強会  
 
日時 平成22年11月6日（土） 18時00分～20時15分 （17時30分開場） 
    ※ 講話後 懇親会を予定 

 
場所 湯島天満宮 「参集殿」  
    http://www.yushimatenjin.or.jp/pc/index.htm 
    地下鉄「湯島」駅3番出口 徒歩2分、「上野広小路」駅 徒歩5分、 
    「本郷3丁目」駅 徒歩8分、「上野御徒町」駅A4出口 徒歩5分、JR「御徒町」駅 徒

歩8分 
 
内容 講師：加瀬英明（外交評論家） 
テーマ： 「美しき日本をつくった 徳の心と武士道の精神。」 
    －今こそ知ろう、日本を発展させた心と精神の力を－ 

 
募集人数 100名 
参加費 講演会：一般 1,000円 学生 500円 
     懇親会：男性 4,000円 女性 3,500円 
 
お申込  「日本を知る会」サイト内「主催セミナー予定」よりお申し込みください（11月5日

締め切り）。 
      http://xn--obkn365u1guzob621c.jp/ 
お問合せ MAIL seminar@xn--obkn365ulguzob621c.jp （事務局・山本）  

 

2010/11/03 10:26Commented by iza1824 さん 

花うさぎさん おはようございます。 

 
山口二矢氏、忘れられない人です。私は山口烈士と同年同月四日の生まれです。あの日

の出来事は、多分ＴＶで見ました。（翌日の新聞？定かでは有りません）私は中国山東省

青島市で生まれ、母親の実家の有る長州の西端の市に引き揚げて暮らしており、高校一

年の時、再度の校内の喫煙の為退学になり、親戚を頼って東京の高校に転学して、怠惰

な毎日を過ごしておりました。 

 
そしてあの日の山口二矢氏の行動で衝撃を受けました（日比谷公会堂でしたね？）。その

後、（多分今でも？）同年同月生まれの人間の起こした、”尊い行動”と比べ自分は何が

出来た、何をして来たのかと自問したのを強烈に覚えています。 

 
そうか、二日だったのですね？ 思い起こして戴き有難う御座いました。  

 

2010/11/03 15:53Commented by 花うさぎ さん 

To iza1824さん こんにちは。 
 
>私は山口烈士と同年同月四日の生まれです。 
 
おお～そうですか。 

 
>尊い行動”と比べ自分は何が出来た、何をして来たのかと自問したのを強烈に覚えてい

ます。 

 
当時の報道は非難一色だったような記憶があります。 

 
>そうか、二日だったのですね？ 思い起こして戴き有難う御座いました。 
 
はい。普段いっている集会とは「筋の違う方々」が沢山きてました(^^；。 

 

2010/11/03 17:19Commented by iza1824 さん 

そういえば、当時の報道は非難一色でした。浅沼稲次郎氏あの風貌とだみ声で何でか国

民の間で変な人気が有った為でしょうか？だが私は１７歳のあの頃からあの政党は嫌い

でした。今にして思うには、今の管、仙石とかの連中の方が、浅沼氏より悪い人相だと思

いませんか？  
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2010/11/03 17:47Commented by 花うさぎ さん 

To iza1824さん  
 
>今にして思うには、今の管、仙石とかの連中の方が、浅沼氏より悪い人相だ

と思いませんか？ 

 
菅はしょぼくれた情けない人相、とても日本の首相が務まる器でもないし顔もそんな顔。 

 
仙谷は典型的な強い物には弱く、弱い物をいじめる日本男子として最低の左翼。こんな

印象ですね、私は(^^；。  
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